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「
テ
ラ
ル
」
と
は
、“
大
地
に
や
さ
し
い
”と
い
う
意
味
で
、
テ
ラ（
地
球
、 

大
地
）
と
い
う
ラ
テ
ン
語
か
ら
の
派
生
語
で
、農
業
を
守
り
、自
然
を
 

守
り
続
け
る
と
い
う
J
A
の
基
本
姿
勢
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 
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直播栽培のメリット 直播栽培のメリット 
★ 省力化 ★ 

★ 生産コストの低減 ★ 

★ 作業集中の回避 ★ 

労
力
軽
減
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力
軽
減
・
コ
ス
ト
削
減
削
減 
労
力
軽
減

労
力
軽
減
・
コ
ス
ト
削
減
削
減 
労
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軽
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五
月
一
日
（
木
）
に
勝
山
の
若
猪
野
地
区
を
か
わ
き
り
に
、

今
年
度
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
直
播
の
播
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

直
播
栽
培
は
、
播
種
量
は
10
ａ
あ
た
り
二
・
五
ｇ
。
乾
籾
を

カ
ル
パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
を
播
種
機
で
播
い
て
い

き
、
テ
ラ
ル
管
内
で
約
一
一
〇
ha
が
栽
培
さ
れ
ま
す
。

直
播
栽
培
は
、
育
苗
管
理
・
田
植
え
時
の
苗
の
運
搬
な
ど
の

労
力
の
軽
減
、
資
材
等
の
コ
ス
ト
削
減

に
も
な
り
、
特
に
最
近
は
原
油
高
の
影

響
を
受
け
て
燃
料
を
は
じ
め
、
生
産
資

材
等
も
さ
ら
に
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、

栽
培
面
積
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

通
常
の
移
植
栽
培
の
播
種
が
四
月
中

頃
か
ら
始
ま
る
の
に
対
し
て
、
直
播
栽

培
は
五
月
初
旬
か
ら
始
ま
り
栽
培
ス
テ

ー
ジ
が
ず
れ
る
こ
と
に
よ
り
労
働
時
間

が
平
準
化
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
比
べ

て
高
温
時
の
出
穂
が
回
避
で
き
良
好
な

登
熟
に
よ
り
品
質
の
向
上
に
も
期
待
で

き
ま
す
。

勝
山
市
立
村
岡
小
学
校
の
五
年
生

の
児
童
三
十
五
名
が
、
五
月
十
九
日

（
月
）
に
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

機
械
化
・
組
織
化
さ
れ
て
、
な
か

な
か
体
験
で
き
な
く
な
っ
た
農
作
業

の
大
変
さ
と
、
奥
越
の
主
要
作
物
で

あ
る
米
作
り
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
Ｊ
Ａ
村
岡
青
壮
年
部

北
川
部
長
が
耕
作
す
る
水
田
の
一
部

を
借
り
て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
当
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
よ

り
植
え
方
や
注
意
点
の
説
明
を
受
け

た
後
、
水
田
の
畔
に
一
列
に
並
び
、

裸
足
で
水
田
に
入
っ
た
児
童
た
ち

は
、
一
斉
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
植

え
は
じ
め
ま
し
た
。
最
初
は
慎
重
に

作
業
を
し
て
い
た
児
童
達
も
田
ん
ぼ

に
足
を
取
ら
れ
る
上
、
当
日
は
あ
い

に
く
の
強
風
の
中
と
あ
っ
て
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
き
れ
ず
に
、
顔
も
服
も
泥

だ
ら
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
青
壮
年
部
の
方
や
営
農
指
導

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
が
ん
ば

っ
て
約
一
時
間
で
植
え
終
わ
り
ま
し

た
。秋

に
は
稲
刈
り
も
体
験
す
る
そ
う

で
、
立
派
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
育
つ
よ

う
に
願
い
な
が
ら
元
気
よ
く
帰
っ
て

行
き
ま
し
た
。

直
播
栽
培
の
播
種
は
じ
ま
る

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
女
性
部
（
松

田
典
子
部
長
）
は
、「
Ｊ
Ａ
テ
ラ

ル
越
前
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
」
を
五
月
二
十
四
日
、
テ
ラ
ル

越
前
農
協
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
研

修
に
は
各
支
部
の
支
部
長
か
ら
集

落
長
ま
で
の
役
員
を
対
象
に
八
十

九
名
が
参
加
。

松
田
部
長
と
西
川

組
合
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
各
部
門
委
員

か
ら
今
年
の
活
動
計

画
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

研
修
で
は
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
家
の

光
専
門
講
師
の
宮
本

京
子
氏
を
招
き
、
グ

ル
ー
プ
討
議
形
式

（
九
グ
ル
ー
プ
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
女
性
部
活
動
内
容

に
つ
い
て
」「
役
員

と
し
て
自
分
が
た
の

し
め
る
事
」「
女
性

部
に
対
す
る
意
見
・

要
望
」
と
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
役
員
を
座
長
に
討
議
。
約
一
時

間
の
討
論
の
後
、
そ
の
結
果
を
各

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
（
支
部
長
）

が
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
の
真
剣

な
討
議
内
容
に
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

女
性
の
意
見
を
も
っ
と
Ｊ
Ａ
運
営
に
反

映
す
る
こ
と
を
目
的
に
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前

女
性
部
（
松
田
典
子
部
長
）
は
、「
Ｊ
Ａ

テ
ラ
ル
越
前
役
職
員
と
語
る
会
」
を
五
月

二
十
四
日
、
テ
ラ
ル
越
前
勝
山
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
二
階
二
〇
三
会
議
室
に
て
開

催
。
語
る
会
は
、
同
女
性
部
役
員
と
当
Ｊ

Ａ
役
職
員
合
わ
せ
て
三
十
名
が
出
席
。

同
女
性
部
の
支
部
か
ら
事
前
に
提
出
さ

れ
た
意
見
や
質
問
を
基
に
、
西
川
組
合
長

ら
役
職
員
に
対
し
意
見
を
求
め
な
が
ら
、

討
議
し
て
い
く
形
で
進
行
。
出
席
し
た
女

性
部
役
員
か
ら
積
極
的
な
提
案
が
多
く
出

ま
し
た
。

中
で
も
、
支
所
統
廃
合
後
の
各
支
店
の

体
制
に
対
す
る
質
問
や
、
消
費
者
の
立
場

か
ら
Ａ
コ
ー
プ
商
品
等
に
対
す
る
意
見
も

多
く
、
厳
し
く
も
貴
重
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
で
は
、
今
後
も
女
性

部
を
は
じ
め
と
す
る
組
合
員
各
層
・
世
代

と
の
積
極
的
な
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

意
見
や
要
望
に
応
え
る
よ
う
十
分
に
検
討

を
重
ね
、
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

活発な意見交換
女性部員とＪＡ役職員の語る会

大野市菖蒲池の高松あい子さんの畑
で採れた宮内菜。
4月28日（月）に畑で収穫していて

見つけたそうです。根元からの茎の部
分が太い所で4.2cm×1.1cmと平たく
生えていたそうです。ちょうど通常の
茎（直径約1cm）が5～6本くっつい
たような感じです。

宮内菜：葉・茎とも柔らかく、苦味が
なく甘いのが特徴。調理方
法：おひたし・漬物・煮物・
油炒め等
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JA所有地を売却いたします 

土　地 
地　　　番 面積（㎡） 

①勝山市昭和町1－102 

　（旧　勝山中央支所敷地） 
1,778.85

②勝山市昭和町1－114 

　（旧　職員駐車場） 

※詳細につきましては、お問い合わせいただ 

　いた際に、ご説明いたします。 

116.87

〈お問い合わせ先・お申し込み先〉 

〒912-8540　大野市中挾1－1301 

テラル越前農業協同組合　総務部　総務課 

TEL（0779）65－1250

越
前
信
金 

椿
坂
電
機
㈱ 

① 

② 

ろ
う
き
ん 

ろう 
きん 

市
立
図
書
館 

サンプラザ 

公園 

わかば 

至福井市 

至福井市 

至大野市 

至大野市 

至石川県 
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参
加
１７
チ
ー
ム
の
頂
点
は
村
岡
チ
ー
ム

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
年
金
友
の
会
（
廣
瀬
久

仁
雄
会
長
）
は
五
月
二
十
七
日
、
第
九
回
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
勝
山
市
弁
天
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
会
場
で
開
催
。

大
会
は
、
同
会
員
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好

者
の
交
流
と
今
秋
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
年
金
友

の
会
福
井
県
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
テ
ラ
ル
越
前
管
内
か
ら
十
七
チ
ー

ム
、
百
十
七
名
の
選
手
が
参
加
。
こ
の
日
は

天
気
に
恵
ま
れ
、
汗
ば
む
陽
気
の
中
、
会
場

は
白
熱
す
る
試
合
の
連
続
で
熱
気
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
、
上
位
三
チ

ー
ム
が
県
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。

優
　
勝
　
　
村
　
岡
チ
ー
ム

二
　
位
　
　
遅
　
羽
チ
ー
ム

三
　
位
　
　
荒
　
土
チ
ー
ム

四
　
位
　
　
黒
　
原
チ
ー
ム

敢
闘
賞
　
　
阪
　
谷
チ
ー
ム

敢
闘
賞
　
　
九
頭
竜
チ
ー
ム

①
平
成
二
十
一
年
四
月
新
卒
者
採
用

●
応
募
の
資
格

上
級
（
大
卒
者
対
象
）

a
大
学
卒
業
お
よ
び
平
成
二
十
一
年

三
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の

者
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
者

s
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者

中
級
（
短
大
卒
者
対
象
）

a
短
期
大
学
卒
業
お
よ
び
平
成
二
十

一
年
三
月
ま
で
に
短
期
大
学
見
込

み
の
者
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

者
s
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者

②
中
途
職
員
採
用

●
応
募
の
資
格

年
齢
が
お
お
む
ね
三
十
歳
ま
で
の
者

【
学
歴
に
よ
り
上
級
職
（
大
卒
）
・

中
級
職
（
短
大
卒
）
・
初
級
職
（
高

卒
）
と
し
て
採
用
】

※
①
②
と
も
一
般
職
及
び
専
門
職
に
区

別
し
採
用

●
募
集
人
員
（
①
②
と
も
）

上
級
　
若
干
名

中
級
　
若
干
名

初
級
　
若
干
名

●
採
用
試
験
の
内
容
（
①
②
と
も
）

筆
記
試
験:

教
養
試
験
（
国
語
・
社

会
・
英
語
・
数
学
）
･
作
文
ほ
か

面
接
試
験：

筆
記
試
験
の
合
格
者
の
み

●
試
験
の
日
時
・
場
所
（
①
②
と
も
）

a
筆
記
試
験
　
平
成
二
十
年
七
月
二
十

二
日
（
火
）

午
後
一
時

s
面
接
試
験
　
平
成
二
十
年
八
月
四
日

（
月
）

午
後
一
時

d
場
　
　
所
　
テ
ラ
ル
越
前
農
協
会
館

（
大
野
市
中
挾
一
丁
目
一
三
〇
一
）

●
応
募
の
手
続
き

受
付
期
間

平
成
二
十
年
七
月
十
五
日

（
火
）
ま
で

※
期
限
ま
で
の
土
･
日
曜
日
を
除
く
、

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
ま
で

提
出
書
類

履
歴
書
・
卒
業
（
見
込
）

証
明
書
ほ
か

※
新
卒
の
初
級
採
用
は
後
日
ご
案
内
し

ま
す
。

◆
職
員
募
集
に
つ
い
て
の
詳
細
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前

総
務
部
企
画
人
事
課

（
1
六
五
‐
八
八
九
一
）
ま
で

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ



2008 
平成20年 

行
事
日
程

行
事
日
程 

行
事
日
程 

Ｊ
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か
ら
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知
ら
せ 
Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
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せ 

Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
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ら
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ＪＡテラル越前・貸出金利一覧表 平成20年5月29日現在 

☆住宅ローン ☆その他資金 

金利選択型 

2年固定 

１．００％より 貸出金利 

3年固定 

１．０５％より 

5年固定 

１．６０％より 

１０年固定 

２．１０％より 

変動金利
 

１．７０％より 

資　　金　　名 

アグリ長期特別資金 

農林業経営改善資金（個人） 

生 活 改 善 資 金  

ＪＡクロ－バ－資金  

ＪＡ教育ロ－ン資金  

ＪＡマイカ－ロ－ン 

ご利用目的 

農業資金関連 

農業資金関連 

生 活 関 連  

生 活 関 連  

教 育 関 連  

自動車購入関連 

貸出金利 

２．４０％より 

１．９０％より 

１．９０％より 

１．８０％より 

１．６０％より 

２．１０％より 

※貸出金利は最優遇金利適用時の金利です。 
※上記金利は金融情勢等により、お借入れ日までに変更させていた
だく場合もあります。 
※福井県農業信用基金協会の保証をご利用いただきますので、原則
として保証人は必要ありません。 

　6月に入り、麦秋の候とば

かりに周りの大麦畑も色づい

てきました。山も緑がきれい

な季節です。 

　各地区では体育祭や球技大

会が開催されますが、日頃の

運動不足とストレスを解消す

るいい機会です。まず準備運

動をして体を慣らしてから。

くれぐれも、はりきりすぎて

怪我のないように。 

　テラル越前では、省エネルギー対策として

軽装運動を実施しています。そのため6月の

衣替えを機に、職員はノー上着・ノーネクタ

イで勤務いたしますので、ご理解をお願いい

たします。 

実施期間　毎年　6月1日から9月30日まで 

臨時休業のお知らせ 
　6月 30日（月）は仮
決算棚卸しのため、支店
店舗及び事業所は午前中
休業（給油所は除く）と
させていただきます。尚、
棚卸し終了次第営業させ
て頂きますのでよろしく
お願い致します。 

理事会報告 監事同席 
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Ａ
ま
つ
り
の
開
催
に
向
け
て
 

第
一
回
実
行
部
幹
事
会
開
催
　 

今年もクール
ビズ 

今年もクール
ビズ 

「夏のワーキングスタイル」 
　　　　　　実施のお知らせ 

　2008JAまつりの開催が11
月1日（土）、2日（日）に決定し
ました。 
●ＪＡまつり実行委員会では、
グループの活動を発表したい
方 
●ステージを楽しく盛り上げて
くれる方 
●地域の特産品をＰＲするため
出店したい方 
　などＪＡまつりに参加してい
ただける方を募集します。 
※後日出店希望者を対象に説明
会を開催します。 

お問い合わせは 
JAテラル越前　企画人事課 

165－8891　 
「JAまつり 実行委員会」まで 

申込締切  平成20年8月31日 

2008 
JAまつり参加者募集！ 

2008 
JAまつり参加者募集！ 
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平
成
二
十
年
五
月
二
十
八
日
（
水
）

に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
の
審
議
事
項
は

次
の
通
り
で
す
。

●
付
議
事
項

第
一
号
議
案
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規

程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
推
進

す
る
た
め
の
組
織
体
制
と
し
て
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
を
位
置
づ

け
る
た
め
の
規
程
の
一
部
変
更
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
　
職
員
給
与
規
程
の
一
部

変
更
（
案
）
に
つ
い
て
　

通
勤
困
難
地
域
か
ら
の
職
員
採
用

に
際
し
、
広
く
人
材
を
確
保
し
住
宅

手
当
を
支
給
す
る
た
め
の
規
程
の
一

部
変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
　
出
資
金
の
減
口
（
金
沢

国
税
局
の
払
戻
請
求
に
よ
る
）
に
つ

い
て
　

金
沢
国
税
局
か
ら
の
差
し
押
さ
え

に
よ
る
出
資
金
の
減
口
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
四
号
議
案
　
固
定
資
産
の
取
得
（
案
）

に
つ
い
て
　

大
野
第
二
カ
ン
ト
リ
ー
の
籾
摺
設

備
を
改
修
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
五
号
議
案
　
固
定
資
産
の
処
分
（
案
）

に
つ
い
て
　

平
成
十
四
年
度
地
域
農
業
担
い
手

支
援
事
業
（
リ
ー
ス
事
業
）
に
よ
り

導
入
し
た
コ
ン
バ
イ
ン
の
リ
ー
ス
期

間
終
了
に
よ
る
固
定
資
産
の
処
分
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
号
議
案
　
総
代
選
挙
管
理
者
の
一

部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
　

一
投
票
所
の
投
票
・
開
票
管
理
者

に
変
更
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
七
号
議
案
　
役
員
と
の
賃
貸
借
契
約

締
結
に
つ
い
て
　

一
名
の
理
事
と
の
遊
休
施
設
の
賃

貸
借
契
約
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
報
告
事
項

一
、
不
良
債
権
等
回
収
状
況
に
つ
い
て
　
　

二
、
平
成
二
十
年
度
麦
乾
燥
調
製
運
営

計
画
に
つ
い
て
　

三
、
福
井
県
産
「
大
麦
」
消
費
拡
大
運

動
に
つ
い
て
　
　

四
、
四
月
末
実
績
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

五
、
オ
フ
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
報

告
に
つ
い
て
　
　

六
、
金
利
自
由
型
貯
金
の
利
率
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　

七
、
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
　
　

6
月

１０
日
J
大
野
北
支
店
（
採
種
圃
場
調

査
〜
１３
日
）、
大
野
南
支
店

（
転
作
現
地
確
認
〜
１２
日
）

１１
日
K
生
活
福
祉
課
（
下
庄
手
芸
講

座
）

１２
日
L
営
農
特
産
課
（
キ
ク
部
会
第

3
回
作
見
会
・
集
出
荷
研
修

会
・
検
査
員
会
議
）、
生
活

福
祉
課
（
産
地
な
る
ほ
ど
ツ

ア
ー
）、
大
野
東
支
店
（
阪

谷
農
家
組
合
長
会
）

１３
日
M
共
済
課
3
億
円
会
総
会
、
生

活
福
祉
課
（
介
護
予
防
連
絡

会
議
）、
大
野
西
支
店
（
小

山
広
域
総
会
）、
勝
山
南
支

店
（
勝
山
水
菜
組
合
総
会
）

１４
日
N
勝
山
中
支
店
（
年
金
相
談

会
）、
大
野
東
支
店
（
阪
谷

農
家
組
合
長
研
修
会
〜
１５

日
）

１５
日
H
生
活
福
祉
課
（
九
頭
竜
支
部

日
帰
り
研
修
旅
行
）、
購
買

課
（
ふ
れ
あ
い
企
画
抽
選

会
）、
大
野
南
支
店
（
農
業

経
営
者
会
議
研
修(

四
国)

〜

１７
日
）

１７
日
J
生
活
福
祉
課
（
富
田
・
阪
谷

合
同
健
康
体
操
）

１８
日
K
大
野
東
支
店
（
ナ
イ
タ
ー
相

談
会
）

２０
日
M
大
野
西
支
店
（
農
政
連
小
山

分
会
総
会
）、
大
野
南
支
店

（
農
家
組
合
長
会
）、
勝
山
中

支
店
（
採
種
圃
場
調
査
）

２１
日
N
大
野
東
支
店
（
富
田
農
家
組

合
長
研
修
会
〜
２２
日
）、
大

野
南
支
店
（
上
庄
女
性
部
・

婦
人
会
合
同
研
修
）、
勝
山

北
支
店
（
荒
土
・
北
郷
合
同

農
家
組
合
長
研
修
〜
２２
日
）

２２
日
H
大
野
西
支
店
（
農
家
組
合

長
・
各
種
団
体
研
修
〜
２３

日
）

２４
日
J
総
務
課
（
監
事
会
・.
理
事
会
）

２５
日
K
生
活
福
祉
課
（
下
庄
手
芸
講

座
）、
大
野
東
支
店
（
ナ
イ

タ
ー
相
談
会
）

２６
日
L
大
野
東
支
店
（
水
稲
作
見

会
）、
勝
山
中
支
店
（
水
稲

作
見
会
〜
7
／
１
）

２７
日
M
大
野
東
支
店
（
水
稲
作
見
会
）

２９
日
H
富
田
支
部
日
帰
り
研
修
旅
行

（
生
活
福
祉
課
）

３０
日
I
営
農
特
産
課
（
キ
ク
部
会
共

選
出
荷
目
揃
え
会
）、
大
野

東
支
店
（
水
稲
作
見
会
）

購
買
課
（
仮
決
算
棚
卸
）

7
月

１
日
J
大
野
東
支
店
（
水
稲
作
見
会

〜
4
日
・
１０
日
）

5
日
N
勝
山
南
支
店
（
年
金
相
談

会
）、
生
活
福
祉
課
（
子
ど

も
農
業
塾
（
予
定
））、
大
野

西
支
店
（
小
山
壮
青
年
部
研

修
〜
7
／
6
）

6
日
H
生
活
福
祉
課
（
阪
谷
支
部
日

帰
り
研
修
旅
行
）

9
日
K
生
活
福
祉
課
（
北
郷
女
性
部

健
康
教
室
〜
１０
日
）

※
（

）
内
は
行
事
で
、
日
程
は
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

『
２
０
０
８
Ｊ
Ａ
ま
つ
り

の
』
開
催
に
向
け
た
第
一
回

の
実
行
部
幹
事
会
五
月
二
十

八
日
、
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
農

協
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ま

ず
、
西
川
組
合
長
は
挨

拶
の
な
か
で
、
本
年
は
組
合

員
の
ご
要
望
も
あ
り
本
農
協

会
館
に
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
各
部
会

に
お
い
て
目
新
し
い
企
画
、

ま
た
来
場
者
の
心
に
残
る
様

な
催
事
を
ご
検
討
頂
き
た

い
。
各
幹
事
に
は
こ
れ
か
ら

御
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
が
成
功
に

終
え
る
よ
う
ご
協
力
願
い
た

い
と
述
べ
て
、
農
家
組
合
長

会
・
女
性
部
、
青
壮
年
部
の

組
織
代
表
者
と
当
Ｊ
Ａ
役
職

員
ら
七
十
五
名
に
各
部
会
の

幹
事
の
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
あ
と
総
務
部
、
産
業

部
・
催
事
縁
日
部
・
展
示

部
、
バ
ザ
ー
部
、
の
六
部
門

ご
と
に
協
議
し
、
今
年
の
Ｊ

Ａ
ま
つ
り
に
向
け
て
動
き
出

し
ま
し
た
。


